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［1］ISO/IEC 15444-1:2000, “JPEG2000 image coding system—Part 1: Core coding system,” Dec. 2000.
［2］H. Tsutsui, T. Masuzaki, M. Oyamatsu, T. Izumi, T. Onoye, and Y. Nakamura, “JPEG2000 Fully
























































































































































































































































































これを受けて1998年日仏共同で「MUTSI（MU radar, Temperature Sheets and Interferometry）」
と呼ばれるプロジェクトがスタートした。2000年５月８～26日の期間にはMUレーダーとこの気球の観
測結果を比較する目的のキャンペーン観測が実施され、京都府京田辺市から10機の気球が飛翔された。
ここで得られたデータは、現在、RASCに滞在中のフランスのHubert Luce博士らを中心に解析中であ
る。初期解析結果によると、シアー不安定から引き起こされる乱流のすべての混合過程が存在すること
が明らかになった。この過程は温度層と呼ばれる安定薄層の根源となる主機構の一つであり得るし、レ
ーダーの鉛直照射ビームからも検出されている。
写真１：MUレーダー外観 写真２：超高精度観測気球
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京都大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー（KU-VBL）
「若手研究者助成・共同研究助成」～独創的アイデアをもつ若手研究者育成を目指して～
京都大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー（VBL）は、多くの研究科、学部、研究所などから、
先進電子材料に興味をもつ研究者が集まって研究を展開することを目的とした組織です。特に、大学院
学生などの若い研究者がユニークな発想をもって参加し、ベンチャービジネスの萌芽となるような研究
成果が生まれることを期待しています。そこで、京大VBLでは、1996年度より独創的なアイデアを持
つ、学生・大学院生・ポストドクや学内、学外、企業等と連携して共同研究を行う若手研究者を対象と
して、研究援助を行っております。助成対象は本VBLのメイン研究テーマである「先進電子材料の開
発」に加えて、「ベンチャービジネスを興す上での経済や法律面からの調査研究」など多岐にわたって
います。助成者の採択は応募者の研究計画、プレゼンテーションを通して、独創性・計画性・やる気な
どを評価して決定します。助成期間終了後には、研究報告書の提出と成果報告会に加え、自分の研究内
容と特許の関連、特許・VBに対する意見などを記した「特許レポート」の提出を義務づけています。
また、当該年度における優秀な成果を挙げた研究課題にはKU-VBL賞を授与すると共に、採択研究者全
員に本施設に常設している特許相談室の積極的な利用を呼びかけ、新規かつ独創的アイデアの特許化を
支援しています。KU-VBLでは、本助成金制度を通して、研究のオリジナリティーの重要性や客観的な
位置づけ、特許・産業界との関わりなど広視野で自分の研究を再認識し、研究者としての自覚が育まれ
ることを期待しています。以下に、過去採択された研究リストを記します。
（VBLの活動内容詳細は、http://www.vbl.kyoto-u.ac.jp/ にて紹介しています。）
【VBL若手研究助成・共同研究助成の
採択課題例】
◆花粉特異的転写調節エレメント
を利用した人工的雄性不捻植物
の開発
◆「病院運営支援システム」開発
のためのニーズ実態研究とデー
タ最適化技術の応用
◆微小肺腫瘍追尾システムの開発
（磁気誘導内視鏡手術システム
の開発）
◆フラーレンの新規分離精製法の
開発とその超伝導性の検討
◆導電性金属硼化物基板上への
GaNヘテロエピタキシャル成長とデバイスへの
応用
◆ウエハ融着法による空気/半導体回折格子内蔵型
高機能半導体レーザの研究
◆PCIバス・インターフェース回路のIP（Intellectual
Property）化
◆R&D型ベンチャーにおけるコラボレーション基
盤の確立とイノベーションの組織化課題
◆現在の大学における研究に求められているもの
とは
審査会場でのプレゼンテーションの様子
H13VBL若手研究助成の募集ポスター
